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問題と目的
匚平成19年労働者健康状況調査結果の概況」
によれば職業生活にストレス等が 匚ある」と
する労働者の割合は58.0% で、 ストレスの内
容（複数回答）は 匚職場の人間関係の問題」
(38.4%) が高く、次いで 匚仕事の質の問題」
(34.8%) 、匚仕事の量 の問題」（30.6％） の順
であり、仕事の質や量の問題よりも人間関係
を問題視している。 NIOSH 職業性ストレ ス
モデルは殼初に職場ストレッサーを考え次に
個人的要因や緩衝要因などを考え、相互作用
の結果 ストレ ス反応を考え てい る（三島、
1996)。緩衝要因としての上司支援が高めら
れれば部下のストレス反応は下げられると考
えられ、2006 年改定版 匚労働者の心の健康の
保持増進のための指針」ではラインケアの一
環として管理監督者が相談対応に努めること
が求められている。
よって本研究は中間管理職へのストレスマ
ネジメント教育を、積極的傾聴を用いたリス
ナー研修を中心として実施し、その前後で上
司本人および部下のストレス反応がどのよう
に変化するのかを検討する。
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研究 １
目 的　 受 講 者 の みを 対 象 と し て 研 修 前 後 の
傾聴 技 能 と ス ト レ ス反 応 の 変 化 を 検 討 す る。
方 法　 対 象 ： Ａ 社 社 員95 名。 分 析 は研 修 後
一
健康 に 影 響 す る 出 来 事 を 経 験 し な か っ た男 性
31名 （平 均24.9 歳 ）、 女 性34 名 （ 平 均23.7 歳 ）
が 対 象 と な っ た 。 時 期 ： 事 前 調 査 票 記 入 日
-
（ 研 修 実 施 日 ）2009 年 ９月 ３ 日 と10 囗。 事 後
調 査 票 記 入 日10 月 ３日 ～16 日。 調 査 票 ： １ ．
「 職 業 性 ス ト レ ス 簡 易 調 査 票 （以 下BJSQ) 」
（ ス ト レ ス要 因17 項 目 ・ ス ト レ ス反 応29 項 目 ・
緩 衝 要 因11 項 目）。　２．「 積 極 的 傾聴 態 度 評 価
尺 度（以 下 ＡＬＡＳ）」（「 聴 き方 」「 態 度 」 各10
項 目 ）（Ｋｕbota et al. 2004) 。 研 修 内 容 ： １。
－
ス ト レ ス マ ネ ジメ ン ト 講 義 。　２．積極 的 傾聴
ロ ールプ レイ。　３．グル ープ ワ ー ク。　４．振 り
返 り。 計 ２時 間 。 分 析 方 法 ： 事 前 事 後 で の
ＡＬＡＳお よ びBJSQ の平 均 点 に つ い て 、 対 応
のあ る £検 定 を 行 っ た。
結 果 と 考 察　 ＡＬＡＳに つ い て 事 前 の 平 均
36.7点(SD=5.9) に 比 べ て 事 後 の 平 均 が38.5
点(SD=5.5) で あ り 、 事 後 が 有 意 に高 か っ た
(£=2.415,  df=64,  p<｡05 ）（ 図1 ）。 BJSQ
につ い て、 男 性31 名 の 結 果 は 「 仕 事 の 量 」 の
事 前 平 均5.0 点(SD=1.6) に 比 べ て 事 後 の 平
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図 １： 傾聴尺度の比較（（ 健康 に影響を与える
出来事なし群J N=65)
均が5.7点(SD=1.6) であり、事後が有意に高
かった(t=  2.469, df=  30, jり＜｡05）。また、
「対 人 関 係 スト レ ス」 の 事 前平 均8.7 点
（SD ＝2.0） に比 べて 事 後 の 平 均 が9.3 点
(SD=1.1) であり、 事後が有意 に高かった
（双方高得点が低ストレス) (t=  2.039, df=
30, p<｡05 ）（図２）。　これらの結果から研修
後に傾聴技能は向上し、ストレス反応は下が
ると示唆された。
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図 ２： ストレスの原因 と考え られる因 子
（男性（ 健康に影響する出来 事なし群J N=31)
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研究 ２
目的　 管理職に対して研修を行い、前後で
傾聴技能とストレス反応がどのように変化す
るか、また、上司傾聴技能変化に対して、部
下のストレス反応がどのように変化するかを
検討する。
方法　対象：自治体Ｂ・ｃ職員計444 名。
一
事後調査有効回答313 名中、分析は研修後健
康に影響する出来事を経験しなかったものを
対象とし、欠席上司10 名・出席上司25名・出
席上司の管理する部下46名となった。時期：
一
事前調査票記入日Ｂ : 2009年10月14日～21日。
ｃ:10 月16 日～23日。研修実施日Ｂ:10 月21
日。 ｃ:10 月23 日。事後調査票記入日Ｂ：ｎ
月18日～25日。ｃ：ｎ月20日～27日。調査票：
研究１に同じ。研修内容：研究１に準ずるが
時間は1.5時間。分析方法：１．欠席群・出席
群の事前・事後での、上司のＡＬＡsとBJSQ
について、平均点を比較する二要因の分散分
析を行った。　２．出席群対象のBJSQ 平均点
について対応のある 乙検定を行った。　３．上
司ＡＬＡs減少群・無変化群・増加群の３群を
独立変数、対応する部下のBJSQ 平均点変化
量を従属変数として、クラスカル・ウォリス
の検定を行った。
結果と考察　1  . ALAS ・ BJSQ とも被験
者問要因、被験者内要因、交互作用とも有意
差がなかった。　2 . BJSQ 下位項目 匚仕事量」
の事前平均6.5点(SD=2.1) に比べて事後の
平均が5.8点(SD=1.8) であり、事後が有意
に下がった（に2.222,  df=  24, p<｡05 ）。ま
た、 匚仕事生 活満足度」 の事前平均2.4 点
（sＤ＝1.0） に比 べて 事 後 の平 均 が2.0 点
(SD=1.1) であり、事後が有意に下がった し
=  2.874, df=  24, p<｡01 ）（双方低得点が低
ストレス）。　３．上司の傾聴技能、部下のス
トレス反応変化量、その交互作用とも有意差
はなかった。研究１と研究２の結果から、管
理職へのリスナー研修で効果を上げるために
は、受講に至る動機づけなど様々な要因を制
御しなければならないことが示唆された。
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